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　目的　ちく悟ら，糠みその熱戌遺慢におい-?, 卵殼む昆き-^ることが酉あ,れマさた。そ

こ？この日的包明ら炳こし，卵殻。利用法乞調唯今的見巡より検討寸＆ために，今回は艶

成糠みその>Hに近い食酢火色用い7 , 卵殼から畜血^ るCaク,漬物,c及ぼ寸彩響瓦｡ぷた。

　ち3去食塩0，2幻励to－iox食酢え(こ，細片状削P殼と2%ずつ菱合し7, 溶血-5る

(気色キしート済低ま？ヽ包量し，州き測^しre, 次に，中央部£6。の義剽こt刀り. 勺Tに

2.つ剰')にした恥やうり£こ戯らの食酢永,に誂時際つけマとりだ｀し, 気面色は色簒計で，

硬<!はテりス斗ユDメー9 －？ヽ測包し，之ゆうりに浸逢した＆量瓦求あた。;!Zに，き巾う
りき｡パうつ^ン切片にしマ染色し，組風色観癩し巨。いず戦わ邪知煕黍mと対照としtz｡。

最後に，It糠･ ^Ic・食塩≪^制きと5 : 10： 1とし, 0.2%のドライイースト，2'A<^卵穀＆

農ﾉ唇し叱糠敵に苛。うりとつけ，卵暇芦,添加包対照として官能梅蘇包行った。

　卵巣卵殼ヤヽら食酢k.中に琳藍吋るCa量は，はじが,のI 'ヽ2日商は急走r, そ如こ伴い

痕の?Hi^エ昇i-る。麦^に瘤裁し良Ca,3，つけた之。うり中に浸逢笥る。その量は，食酢

ﾌIcより2 %食塩一食酢7kのちf7ぐ勾い。恐餌λは，農りfHz.高あるため，そヽやうり口揉色色
守叱にiる。5 。うりに浸達しﾐCaは，細胞壁に沈職し，組織色硬/!ﾋ々-tると匙われうが

，子りス斗・Dメー/ヲーによる刺咆値ﾏヽは，食酢;|c。場むに<7^ぶ有気象が凛満ら礼対照

より硬くなる。Ca,7､浸透.-§[-?■は，食酢k.の痛心より高い値£冴,寸2%瓊ヽ急一命ヽ酢妬心

, /貧伍による組織の鮫た好影響レ, 対照巴の唱に肩菟象恒認めらJaりい，糠床につりた晋

巾りりO, %it楡貧では，色・におい･ 味においで，対眠と｡,り筒に屑隻痘汐認ヽあられ良。
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　目的　ゲリ- ンピース･ スープり材料豆£しZ生ダリーンピー入, 冷凍グリ-ンピース

i用いて. 加柩時間，磋研が茲りまいが喰味In 艮l*'t驀￥{^ つ.･て鋼べμ，冷図は:::-i?Lら
の材料－刎3 *ヽ，膏λんどうまめc靫燥－},襖fl法K ついてりりしひ，

　方法　考λん£｀ｸ書めi啄木,さitて. もどし立v.し，1"リーンピース，涛濠ｸﾞ'I ー>ど

ースと.同扉，加餐時間，ミヤす一作動時闇i予備芙映＼こより凍討しrこ．官覧砂^試椚a 2一

心雅時聞Itぶ)，1∂，佃，(>呻，ミキサー作動時間引o，hら即妙£しμ・･レー＼Sノ<タ

ー川'果粉ま同刺合て･･. 3 分加他よしI 用いTて．ミIレクi≫7､^ム$ ･りi∂^喩£用いTこ・

ｸ"'J-ンt'－X・7ヽ－プ’之一定処或で綱－レ，その奇散状稀１観参しへ．まれ．奪貧農i:

＼i-又唇^較宏為ふびクレーマー≪暇位宏£用い，色, ^，味，口ざ>ﾀﾌ'}, 略好の5'墳自K

-7いて処琢した．も£｀し豆で‘は加社時間，蜂識　＆鋼･^改善o)陸的で，ひ3％會冷水^痩用

しT:も･ﾀも試料K加Hμ，

　維果　グリ-ンt' ース,･スーフ'<≫分贅物ｸうち，'S.ﾀ破砕物l>、ﾚ･tれも加躯時間，$

キす一作動時M･･長いものμ/ヽさ八，童匁ド羅砕されT; ものr lま．排除,ヽりの麦血糊状で

んμんがﾀﾀ< みりrtu^．しホベ･の傾向は‥奮今梗甲,りも･り如驀で'あ・ね．
　官IM険崔で･は. 生rリ-ンt°ースと涛漬グヽ.; ーンとニ゜－ス,}｝項目共μ同じ｀傾句i示し，

玲凍7･･')ーンピ- スrヽI*. 環時間加柩，ミキす一作嚇時間叫秒が，拷jり口ざ｀めりが｀残

)I ぃいこも砲らr好まれtv。も£し亘･ま黄蜂色で洛項目差回R^μ･れ.ね鰐，t噴撞用て･'

(ま狐色味^■苧び，一長時間加初,のも。t^うかなaぎわりr, 1 tレカリ哺tぐ疼，てヽヽ^，


